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議会以外での活動報告

最後までお読みいただき、ありがとうございました。今後とも、ご支援のほど、よろしくお願いします。 討議資料

〒472-0012 知立市八ツ田町1-3-1 Ｔｅｌ：83-9974 Ｆａｘ：050-3488-1346

田中たけし後援会だより(第53号)をご覧いただきありがとうございます。

新しい年を迎え、初春のお慶びを申し上げます。また日頃は、田中の議会

活動及び議員活動に対しまして、多大なるご理解とご支援を賜り、誠にあり

がとうございます。新型コロナウイルス感染症との闘いも４年目を迎

え、医療・福祉従事者の皆様には、日々のご尽力に心から敬意と感謝

を申し上げます。一方で、警戒ばかりしていると、社会経済活動が止

まってしまいますので、そのバランスが本当に難しいと日々感じてい

ます。令和５年は「終息宣言」とともに、1日も早いもとの生活にもどることを強く望むばかりです。

令和4年を振り返って、一番大きな出来事は４期目の市議選への挑戦でした。結果として「無投票」と

なってしまいましたが、過去３回以上に万全の体制で準備を整えてきましたので、皆様からの審判をいた

だく機会を失ったことはとても残念でした。これも民主主義の選挙制度のひとつの形ですので、真摯に向

き合って議会活動に臨んでいます。もうひとつ大きな出来事としては新会派「篤心会」の発足です。知立

市議会定数20人のうち９人で構成する最大会派となりますが、初代会長としての重責を強く感じながら、

全うできるよう今後とも尽力して参ります。

さて、時折ご紹介させていただいている日本最大級の政策コンテスト「第17回マニフェスト大賞」です

が、応募総数3,133件のうちの上位185件となるエリア選抜に知立市議会関連でエントリーした３件全てが

認定されました。知立市議会の議会改革として１件、私が委員長を務める市議会だより編集委員会として

１件、そして私個人として１年の計３件です。私個人では３年連続のエリア選抜となり、これを励みに今

後も様々な政策の実現に尽力して参ります。現在、全国

の議会から知立市議会へ視察の申込みが集まっており、

私個人もセミナー等での事例発表の依頼も増えています。

自分たちの経験が、今後多くの議会での改革の一助とな

ればうれしいです。

12月には第２回高校生議会も開催し、若者から多くの

刺激を受け、１月末には土山希美枝法政大学教授をお招

きして、市民と議員の合同研修会を開催します。常に前

を向き「議会は誰のためにある？何のためにある？」を

問い続けながら、「チーム知立市議会」として、ICT技

術も積極的に活用し、議会の提言能力を高めることで、

市民福祉の増進に努める議会を目指します。

今後とも、皆様のご支援ほど、よろしくお願い致します。

知立市議会議員 田中 健（５６歳）

これまでの会派(市政会・立志会)でも提言は行ってきましたが、新会派ではそれを寄せ集めることはせず、現状の市

の課題や市民要望を積極的に汲み取り、できるだけエビデンスを添えた提言として、ゼロベースで仕上げました。

令和５年度「市の施策並びに予算に関する提言・意見書」の内容は、第６次知立市総合計画の６つの基本目標に沿っ

て、全71項目の提言を行いました。提言・意見書の項目は以下の通りです。

【基本目標１】人と環境にやさしく、健康で安心して暮らせるまちづくり…22項目

【基本目標２】人々が集う交流のまちづくり…19項目

【基本目標３】次代を担う子どもを豊かに育むまちづくり…12項目

【基本目標４】互いの人権を尊重し、思いやりの心を育むまちづくり…２項目

【基本目標５】芸術や文化を大切にするまちづくり…７項目

【基本目標６】 知立が輝くための仕組みづくり…８項目

これからも皆様に期待される・信頼される会派を目指して、努力して参ります。

「篤心会」から提言・意見書を市長に手交

田中たけしの最新情報はコチラから⇒
田中健 知立

ジブリパーク 「ジブリの大倉庫」でカオナシと

■ 兎起鳧挙のごとく、今年もチャレンジします

「知立未来創造研究会」開催

前会派の頃から開催してきた「知立未来創造研究会」ですが、３年ぶりに篤

心会として知立市商工会の会議室をお借りして開催しました。今回も大村秀章

愛知県知事を講師としてお招きし、「日本一元気な愛知をつくり、日本の未来

をつくる」と題して、愛知県・知立市の現状と未来についてご講演をいただき

ました。知立市では知立駅付近連続立体交差事業など、多くの県事業が施工さ

れています。県と市の連携を我々としても努力して参ります。多くの市民にご

参加いただき、誠にありがとうございました。

「ジブリパーク」内覧会見学

ジブリパークの内覧会にお邪魔しました。わが家でも子どもたちが幼少の頃にジ

ブリ作品は何度も見ており、2005年の愛・地球博の際にも、「さつきとメイの家」

には何度も訪れました。現在オープンしているのは1期工事分の「ジブリの大倉庫」

「青春の丘」「どんどこ森」の３エリアですが、２期工事では「もののけの里」、

「魔女の谷」などがさらにオープンする予定で、もののけ姫、魔女の宅急便、ハウ

ルの動く城の世界観が広がります。アトラクションなどはありませんが、ジブリ作

品が好きな方にとってはとても充実した空間であることは間違いないです。

・八ツ田小学校第30代PTA会長（知立市P連会長兼任）

・八ツ田小あんしんみまもり隊初代隊長（現事務局）

・ちりゅうこどもフェスティバル実行委員会発足（現監事）

・知立市商工会理事、知立ライオンズクラブ会員

・知立市体育協会監事、知立市テニス協会会長、

・知立市国際交流協会理事、愛知県交通安全協会安城支部理事

・愛知県ドッジボール協会事務局長、愛知県スポーツ協会競技委員

・日本ドッジボール協会東海ブロック連絡会事務局長

・日本ドッジボール協会公認C級審判員、A級指導員

・日本スポーツ協会公認スポーツ指導者（コーチ1）

・知立市「宇宙の学校」スタッフ

・USYせせらぎの会顧問

・日本防災士機構認定防災士（No.132526）

・熱中症対策アドバイザー（熱中症予防声かけプロジェクト）

・LM推進連盟会員（マニフェスト大賞実行委員）

・子どもの事故予防地方議員連盟会員

プロフィール
昭和41年7月25日生まれ（獅子座、Ｂ型）

はなの木幼稚園、八ツ田小学校、知立中学校卒業

刈谷高等学校、立命館大学卒業(社会学士課程修了)

中、高、大、社会人時代ハンドボール部所属

オフィス・ディスタジオ代表（平成5年～）

平成22年 知立市議会議員初当選

平成26年 知立市議会議員2期目当選

平成28年 新会派「立志会」設立、幹事長

平成30年 知立市議会議員3期目当選

第51代知立市議会議長

令和元年 第52代知立市議会議長

令和2年 議会運営委員長、立志会会長

令和3年 市議会だより編集委員長(継続)

議会DX推進PT座長(継続)

令和4年 知立市議会議員4期目当選

新会派「篤心会」設立、会長
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🔳 一般質問を行いました（12月8日）

12月定例会が開催されました
12月1日～21日の期間で12月定例会が開催され、以下の内容で質問に立ちました。

（１）水道インフラの老朽化対策
知立市の水道は、昭和39年に給水を開始して以来、市民の皆様に安全な水を届けて58年目を迎えた。これまで、

人口の増加や産業の発展により急増する需要に対応するため、給水区域を市内全域に拡大し、現在では市民生活

と社会基盤にとって欠かせないライフラインとなっている。

Ｑ：現在、サービスの提供に必要な施設等の老朽化に伴う更新投資の増大、人口減少や節水に伴う料金収入の減

少等により、水道事業をめぐる経営環境は厳しさを増しつつあるといわれるが、知立市の現状は？

Ａ：水道施設については老朽化が進行しており、中でも知立浄水場は2024年には60年が経過することから廃止す

る方針。総延長約300㎞の管路についても、高度成長期に布設した管路が多く、耐用年数を迎え、新たな耐震管路

への更新が必要となっている。また、水道管路の耐震化率は、令和３年度末で22.2％。

Ｑ：管路の更新について、設置年数に基づいて更新しているため、配管周囲の環境が与える劣化への影響が考慮

されていない。また、人による漏水チェックにも限界があり、労力やコストもかかるため、豊田市などが導入を

始めている「ＡＩによる水道管劣化予測」を導入してはどうか？

Ａ：見えない水道管を、ＡＩを活用して劣化予測することは、客観的要因により更新管路の優先順位を決めるこ

とができるので、事務の改善・効率化、コスト縮減につながる。今後の水道管を維持管理していくうえで非常に

有効である。

（２）企業立地の促進
この他にも、将来の税収確保の重要な施策である企業立地について、促進策を提言しました。

※一般質問の概要は「市議会だより№112」をご覧ください。また、全容は知立市議会ホームページの「一般質問

のネット配信」でご覧いただけます。

☑ 本会議質疑（12月5日）

■ 知立市観光交流センターの指定管理者の指定

・オープンからまもなく５年が経過する「観光交流センター」だが、当初の目的としていた事業効果が発揮できて

おらず、これまで提言してきた「民間活力の導入」を図るために、指定管理者制度の導入を決め、６月に条例改

正している。今回この指定管理者について「知立まちづくり株式会社」決定し、４月１日より事業を開始する。

この会社は知立市が出資する「第３セクター」で、現在はリリオコンサートホールや駐車場を管理運営している。

決定の経緯や今後の展開について質問した。

■ 令和4年度知立市一般会計補正予算(第10号)

・抗体検査委託料（▲1,419万円）…風しんワクチンの無料接種対象者(昭和37年度～昭和54年度生まれの男性)に

対する抗体検査数が、当初の目標よりも大幅に少ないため減額するもの。対象市民7,500人に対して半分程度の

3,800人を想定して予算を組んだが、11月末の時点で約400人しか利用していない。

➡田中は対象世代であり、市内の医療機関で抗体検査を受け、陰性であったため風しんワクチンを接種した。

風しんに関する情報周知が不十分なため接種の機会を逃していないか？コロナ禍で感染症に敏感な今こそ、

再度周知の徹底を図るべき。

※日本では2018年に「風しん」が流行したが、その多くは30～50代の男性。風しんは成人がかかると症状が重く

なることがある。また、風しんは感染力が強く、症状が出る前に他人にうつしてしまう可能性もあり、妊婦が

感染すると高い確率で子どもに障がい(先天性風疹症候群)が残ることがある。そのため、公的に予防接種を受

ける機会がなく、免疫を持っていない可能性が高い年代の男性を対象に、抗体検査と予防接種(必要な人のみ)

の無料クーポン券を配布している。

・新型コロナウイルスワクチン個別接種委託料（8,173万円）…当初予算では1億4,265万円が計上されており、

国の追加接種の施策を受けて約8,000万円の増額。

Ｑ：全額国費ではあるが、価格が気になるところであり、この金額の算出根拠は？

Ａ：単価2,070円に消費税(10％)の2,277円×3万人＋土日休日加算の金額を試算している。

🔳 本会議質疑を行いました
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知立市議会では、選挙年齢の引き下げにより、政治や選挙が身近なものと

なった高校生に、議会活動を体験してもらい、地方自治への関心を高めても

らうとともに、高校生の視点から広くまちづくりについての意見を聴き、協

議する機会を設ける「高校生議会」を令和３年より開催しています。

質問、回答という形式的な議会の形ではなく、高校生からの課題提起につ

いて、ともに協議し、政策提言にまとめることを目標としています。

今年度は、12月27日に議場で開催され、市内の県立高校2校の高校生の代

表17名が、５つの協議テーマについて、それぞれを調査するための委員会に

分かれ、高校生と市議会議員で意見交換を行い、政策提言にまとめました。

１ ＬＧＢＴについて（ＬＧＢＴ検討委員会）

２ 選挙の投票率向上について（選挙検討委員会）

３ 税金（ふるさと納税など）について（税金検討委員会）➡田中担当

４ 知立駅付近と地域の開発について（知立市の開発検討委員会）

５ 外国人との共生について （多文化共生検討委員会）

議会の模様や提言の内容は、市議会ホームページもしくは市議会だより

(No.112)をご覧ください。

🔳 本会議質疑、委員会質疑、本会議討論を行いました

第２回高校生議会を開催しました
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☑ 企画文教委員会、予算・決算委員会企画文教分科会（12月15日）

■ 知立市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正

・改正の内容に関しては、人事院勧告を受けて特別職報酬等審議会で審議

したものであり問題はないが、審議会の議事録の中に「議員の年齢や資

質の問題」、「議員定数に関して削減を意図する」発言があり、それが

公式の議事録として残っている。議員の定数は「知立市議会議員定数条

例」で定めるものであり、報酬審で議論することは越権行為であると考

え苦言を呈した。

■ 令和4年度知立市一般会計補正予算(第10号)

・アリーナ空調整備及び照明設備改修工事設計委託料：1,825万円

➡スギ薬局知立福祉アリーナ(福祉体育館)のメインアリーナに、待望の

エアコンを設置する方針となり、その設計を今年度から開始する。

館内の照明もＬＥＤ化する。令和5年度中に完了予定。

☑ 本会議質疑（閉会日追加議案・12月21日）

■ 令和4年度知立市一般会計補正予算(第11号)

・市職員による物損事故の補償金(43.8万円)について、公用車の不足によ

り私用車を使用したときに発生した事故の補償に関して、公用車で適用

される賠償補償保険が使えないため、税金により支払われるもの。安全

への徹底はもちろん、不安定な運用を回避するよう質した。

☑ 本会議討論（12月21日）

■ 陳情第34号「民主主義・立憲主義の基盤である思想・良心の自由、請願権等をまもるための陳情」➡反対討論

・報道でも取り上げられた「世界平和統一家庭連合(旧統一教会)」に関する陳情であり、国会で審議されている団体へ

の扱いに関しては市の所管外であり、国の動向を見守るもの。一方で思想や良心の自由は守られるものであり、差別

や偏見はあってはならないが、陳情者の求める「議会で宣言や決議をしない」や「調査・質問をしない」といった内

容は、日本国憲法の要請により設置された崇高な代表議事機関であり、民主主義の重要な審議機関である議会に提出

する陳情としては、大変遺憾な内容であるため、不採択とした。


